
2024年度大阪府訪問看護実践研修
教育ステーション事業
事業実績報告

市北ブロック よどきり訪問看護ステーション 小川真里子



目標

▪多職種に向けACP研修を成功させ、

地域でのACP定着を促進する。

▪訪問看護サービスに質向上のための

研修事業を実施する。

▪コンサルテーション事業について周知し、

活用につなげる。



協力ステーション

▪ 10か所

▪ 旭区          牧訪問看護ステーション

▪ 都島区 リハプロ訪問看護ステーション・都島

サンルーム訪問看護ステーション

▪ 北区 ユニケア訪問看護ステーション南森町出張所

▪ 淀川区       いえすリハビリ訪問看護ステーション

訪問看護ステーションルシア

▪ 東淀川区 STY訪問看護ステーション

おかもと訪問看護ステーション東淀川

訪問看護ステーション・といろ

よどきり こども訪問看護ステーション



研修事業



参加者：33名

血流障害や神経障害による足病変のハイリ
スク患者に対し、予防から支援することができ
るよう企画しました。



参加者：40名

訪問看護師として信頼関係を構築する際のコ
ミュニケーションの基礎知識を身につけ、生活
の場で看護を提供するための基礎力の向上、
ハラスメント予防、ひいては離職予防、定着に
つながると考え企画しました。



参加者：14名

例年開催している看護を語り合う研修は、
災害時の備えをテーマに企画しました。



参加者：45名

感情労働といわれる看護において、怒りの感
情とのつきあい方を身につけることは重要であ
り、生活の場で看護を提供するための基礎力
の向上、ハラスメント予防、ひいては離職予防、
定着につながると考え企画しました。



ACP支援実践人材育成事業

7月13日 旭区民センター
参加者 45名

11月16日淀川区医師会看護専門学校
参加者 31名



研修事業

結果と課題

▪今年度の研修は、参加者同士が交流することで学習効果が高まる

内容であったため、すべて対面での開催とした。

▪ACP支援実践人材育成事業を含め、集合研修を6回おこなった。

▪広報は、研修チラシの郵送、ホームページ、SNSを用いた。

▪研修申し込みは、QRコードの読み取りとFAXで受け付けた。

▪今年度から、申し込み完了後、受講決定のメールを送付した。

▪アンケート結果から、研修への満足度は高かった。

▪課題としては、集合研修であったこと、研修時間が就業時間中であっ

たことから、開催場所から遠方の事業所の参加が困難であった。開催

場所や開催時間に留意していく。



府民への相談支援事業



2024年11月29日

結果と課題

▪訪問看護の講話（＠東淀川区柴島地域）

▪ 東淀川区医師会の在宅医療・介護連携相談支援室と東淀

川区南西部地域包括支援センター、東淀川区訪問看護ステー

ション連絡会の連携により開催となった。

▪ 参加者は約10名であった。

▪ 当該地域には診療所がなく、必要なときに受診できないといった

不安の声がきかれた。訪問看護師から訪問看護についての講話、

地域包括支援センターの役割について情報提供を行った。

▪ 同じ区内であっても、各圏域により住民の実情は異なる。

▪ 各区、各圏域の特性や社会資源の状況を踏まえ、住民の実情

やニーズに合った相談支援を行えるようにしたいと思います。



訪問看護体験研修事業



結果と課題

訪問看護に関心のある専門職や看護学生・看護師

▪ 実施回数 0回

看護管理者等

▪ 実施回数 0回

▪ 広報が十分できていなかったことが考えられる。チラシを作成し、

ブロック管理者会への呼びかけ等、各種媒体を通じて広報をおこ

なっていくようにする。

課題



電話相談事業



結果と課題

▪ 回数 22件

▪ 相談内容は、実務関係、指示書/記録関係の内容、介護職が

行う医行為の範囲についての相談が多かった。

▪ 訪問看護制度の法令遵守のためには、根拠ある解釈が求められ

るため、気軽に相談できる電話相談事業は効果があると考える。



コンサルテーション事業



結果と課題
電話サポート

▪ 0回

対面サポート

▪ 3回

▪ 褥瘡ケアに対する相談2件に対し、皮膚排泄ケア認定看護師

による専門的な相談支援を行った。コンサルタントからのフィード

バックにより、コンサルティは不安に思っていたケアが誤りではなかっ

たことに気づき、自信をもってケアに向かうことができるようになった。

▪訪問看護事業所開設に向けた相談1件に対し、管理者から

相談支援を行った。

課題

▪ 目標が未達となった電話サポートについては、他の教育ステー

ションの実施状況を参考に検討する必要がある。



皆さまのご協力に感謝します
ありがとうございました
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